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はじめに

数千年にわたって，中国は周辺にある国，民

族と交流を維持していた。それらの国，民族は

大国である中国の政治，経済，文化などの面に

憧れ，中国に朝貢し，自ら「臣」と名乗った。

16，17 世紀に至り，ポルトガル，スペイン，オ

ランダなどの国々は貿易利益のため，中国に渡

来したとき，持ってくるものを「貢物」だと認め，

自分も皇帝に「三跪九叩」（1）の礼を行った。中

国の統治者は自尊自大の意識をもち，自国の富

裕を誇示するため，朝貢国への贈り物が「貢物」

よりも多いという現象も珍しくはなかった。中

国側は外国との関係を結ぶとき「天朝上国」（2），

「大中華思想」という視点から出発したのであっ

た。

中国はもとより儀礼を重んずる国である。と

りわけ中国の最後の封建王朝――清朝に至り，

外国使臣の謁見に関する儀礼作法も体系化さ

れ，複雑さを極めた。しかし，複雑な国際情勢，

国内情況により，清国政府は謁見問題を思うと

おりに処理することができなかった。特に，清

朝末期（同治帝，光緒帝の時代）に至り，謁見

の儀礼に関する争いは終始絶えなかった。

1873 年日本の外務卿副島種臣は特命全権大

使に任命され，北京に赴いた。彼は北京で謁見

問題をめぐり，空前の波瀾を起した。今回の謁

見は何千年の中国史上，初めて正式に立礼で皇

帝に謁見を済ませるという，画期的な出来事で

あった。副島の謁見順位も英，米などの大国を

おさえ，第一番目であった。この成果は明治維

新後の日本にとって，輝かしい出来事であった。

従って，日本側の研究では従来，副島の対清外

交に重点を置き，彼はいかに「国権外交」を実

現させたのかを論じている（3）。一方，中国側の

研究では，副島に対し批判的な見方が多く，清

国側はいかに副島に屈服したのかという過程が

注目されているのみである（4）。副島の謁見成功

の理由として，森田［2005］，毛利［1996］に

は若干の言及はあるが，いずれも日本側の立場

に立ち，副島の個人の役割を強調したものと言

えるだろう。この事件を全面的なおかつ客観的

に評価する研究は未だない。したがって，本稿

は 1873 年（同治 12 年，明治 6年）（5）の謁見問

題を中心として以下の点について考察したい。

一体，副島は何故他の使節に先駆け，一人で，

三揖の礼（他の使節は五鞠躬）で謁見を済ませ

ることができたのか，副島の謁見成功は北洋大
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臣李鴻章とはどのような関係があったのか，日

本側の外交成果だと思われた事件はそれ以後の

日中関係にどのような影響をもたらしたのか。

本稿では，以上の問題を解明することを目的と

する。

幸い，2008 年に『籌辦夷務始末』（同治朝）（以

下『始末』と略す）が重版され，『李鴻章全集』

（安徽教育出版社版）（以下『全集』と略す）も

出版された。これらには当時の謁見に関する史

料が多数収録されている。本稿においては，日

本側の一次史料『大日本外交文書』（第 6巻），『明

治文化全集』（第 11 巻）の中の『副島大使適清

概略』を利用し，中国側の『

』（以下『 』と略す），『始末』，『全集』

と対照しながら，副島の行動をより明らかにす

る。そして，前掲した問題の解明も試みる。

第１章　1873 年以前の謁見事情

清国は昔から「外交」という理念を持たなかっ

た。アヘン戦争でイギリスに負けたにもかかわ

らず，新しい世界秩序を認めようとはせず，外

国との関係も僅かな貿易のみに限られていた。

アロー戦争で負けた結果，清国は各国使節の北

京駐在を認めた。1861 年総理各国事務衙門（総

理衙門）が設立され，初めて外国との「外交」

をつかさどる国家機構が誕生した。謁見問題も

それと同時に避けられない問題として浮上して

きたのである。

実は，謁見の儀礼作法に関する争いは 1873

年以前にも存在していた。謁見問題の経緯を理

解するために，1873 年以前に起きた代表的な

史実を簡単に述べよう。

１・１　アヘン戦争以前の外国使節団

乾隆帝の時代に遡ってみよう。1793 年（乾

隆 58 年）イギリスからマカートニー（George  

Macartney　馬戞爾尼　1737 ～ 1806）使節団

が清国にやってきた。それ以降，中国と外国と

の間に「儀礼の争い」が始まった。清の統治者

たちは当時の国際情勢に対する知識が欠如して

いたため，イギリスを朝鮮，琉球などの朝貢国

と同一視し，「三跪九叩」の礼を要求した。し

かし，マカートニーは拒絶した。何故なら，こ

の礼が英国の尊厳と名誉に対し，侮辱だと考

えられたからであろう。そしてマカートニーは

対等の礼を求めた。結局，清国側は自分の度量

を示すため，マカートニーが英国の国王に謁

見するときと同じような礼で謁見することを

認めた（6）。また 1816 年イギリスからアマース

ト（William Pitt Amherst　亜美士徳　1773 ～

1857）使節団が清国にやってきた。彼も中国の

儀礼に従わないため，嘉慶帝（1796 ～ 1820）

を怒らせた。その結果，清国側は使節を謁見さ

せずに帰らせた（7）。この 2 回の謁見を見ると，

清国は自尊自大の考え方をもち，イギリスを対

等の国とは見ていなかったことは明らかであ

る。自国の作法を英国に厳しく押し付けた。当

時の清国は強い国力を持っていたため，イギリ

スは侵略のような行動をとらなかった。しかし，

その後「天朝上国」思想に溺れた統治者たちは

有力な政策をとらず，清国は次第に衰え，つい

に侵略される位置に身を置くことになった。

１・２　アヘン戦争以後の外国使節団

1840 年アヘン戦争で敗北した後，中国は開国

を余儀なくされ，列強に蚕食される対象になっ

た。1859 年アメリカ使節は中美天津条約を交
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換するため，北京に赴いた。そして，イギリス

と同様，アメリカ使節との間でも儀礼をめぐる

論争が始まった。清国官員は前の経験を生かし，

現状をも配慮した結果，「三跪九叩」ではなく

「一跪三叩」でもいいとアメリカ使節に伝えた。

しかし，アメリカ使節は一跪三叩の礼に従わず，

条約を渡し，直ちに帰国した。謁見は行われな

かった。今回の儀礼の争いは中国がアメリカと

不平等条約を結び，既に一部の主権を失ったと

いうことがその背景にあったのである。

その後，1860 年英，仏連合軍が北京まで攻め

たため，皇帝文宗（咸豊帝）は熱河（今の承徳市）

まで逃げて，そこで崩御した。清国はイギリス，

フランス，ロシアとの間に北京条約を結び，各

国使節が首都北京に常駐することを認めた。そ

して，謁見問題がまた浮上してきた。このとき

の清国は全く不利な情況にあったため，謁見に

対し消極的な態度をとった。1862 年，皇帝穆

宗（同治帝）はわずか 5歳で即位したため，両

宮皇太后（東太后，西太后）が垂簾聴政を行っ

た，清国側は皇帝がまだ親政していないという

口実で謁見を断った。実は儀礼の紛争を避ける

ためであった。

ここで，1873 年以前の儀礼の争いについて

まとめてみよう。鎖国のため，世界の情勢に関

する知識が乏しかった清国統治者は「天朝上国」

というイデオロギーを持ち，欧米各国を「華夷

秩序」の一部分だと思い込んだ。とりわけ，康

煕帝（1654 ～ 1722）乾隆帝（1711 ～ 1799）の

盛世があったため，統治者は自尊自大の考え方

を持っていた。

清国の国力により，謁見は幾つかの段階に分

けられる。

清国の国力が充実していたとき，外国使節

に対し「三跪九叩」の礼を要求した。例えば，

1793 年と 1816 年のイギリス使節団が挙げられ

る。国力が強かったため，外国使節に対する態

度は強硬であった。

ところが清国がアヘン戦争で負けた後，不平

等条約を結び，国力が衰えると，謁見作法では

一歩を譲って「三跪九叩」の礼を「一跪三叩」

に変えた。しかし，清国側は謁見の条件を緩め

たにもかかわらず，外国使節は依然として拒絶

する態度をとった。

清国は 1860 年に北京条約を締結した後，各

国使節の北京駐在を認め，外国との交渉が頻繁

になった。弱い立場にあった清国は皇帝が未成

年ということを口実として，使節の謁見を見送

らせた。

中国側の謁見に対する行動は，国力の盛衰の

産物であり，また統治者の夜郎自大，世界情勢

に対する無知とも深く関係がある。

第２章　1873 年の謁見問題

1873 年は同治帝が成人になった年である。皇

帝の大婚と親政を祝うため，列国公使は謁見を

要求した。2月 24日（1月 27日）ロシア，ドイツ，

アメリカ，イギリス，フランス五国公使は共に

照会文を提出し，謁見を要求した［『始末』：89

巻 3602］。その照会文を皮切りとし，激しいや

り取りが双方に交わされ，清国内部ではさまざ

まな意見が出てきた。

例えば，呉大澂（翰林院代遞編修）は中国の「奮

制」の儀礼作法を取り上げ，外国使節が謁見す

るときは，中国の跪拜礼を守るべきだと主張し

た。中国の使節は外国ですでに外国の儀礼を遵

守したため，外国使節も中国の儀礼作法を守る

べきであると強調した。さらに，長い目で見れ
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ば外国人の不相応な要求を遮断するため，謁見

を断るほうがいいという意見すら出てきた［『始

末』：89 巻 3613］。

呉鴻恩（山東道監察御史）も上奏文を申し出

た［『始末』：89 巻 3618］。彼は「外藩」（朝貢国）

が謁見するときの儀礼で外国使節を接待すべき

だと主張した。

総理衙門は外国使節と交渉したが，順調では

なかったため，4 月 24 日（3 月 28 日）に李鴻

章に意見を求めた［『始末』：89 巻 3620］。さて，

李はどのような意見を述べたのか。

まず，彼は清国がすでに外国と不平等条約を

締結し，外国使節が北京に駐在するという状況

から分析した。双方は属国関係ではない，その

ため朝貢国の礼を強要すべきではないと考え

た。

次に，中国の使節は外国で外国の儀礼を守っ

たが，基本的に外国の使節は中国の儀礼を守る

義務がない。それを強要する清国の官員たちは

外国事情を知らないだけである。西洋人はすで

に十何年も謁見を求めたため，彼らを簡単に断

ることができない…と呉大澂，呉鴻恩の意見を

逐一批判した。

さらに，自ら解決案も作り出した。もし皇帝

が謁見を許したら，予め条文で「各國使臣來京，

祗准一見，不准再見，祗准各國同見一次，不准

一國單班求見，當可杜後覬覦」（各国使臣は北

京に来て，ただ一回だけ謁見を許す，二度目の

謁見は許さない，ただ各国公使同時の謁見を許

す，一国単独の謁見は許さない，まさに後来の

覬覦を杜絶することができる）［『始末』：90 巻 

3625］（8）という条件を提示すべきであるといい，

結論として「各國習俗素殊，寛其小節，示以大

度」（各国の風習は異なるため，細かいことに

拘らずに，度量の広さを示すほうがいい）［『始

末』：90 巻 3626］と述べ，跪拜礼を強要しなく

てもいいという意見を表明した。

その他，謁見をめぐる上奏文や総理衙門への

手紙などは多数『始末』に収録されている。清

国内部では論争が絶えなかったことが明らかで

ある。こうして，ついに 6月 14 日（5月 20 日）

各国使臣の謁見を認めるという内容の詔書が下

された［『始末』：90 巻 3642］。

一方，副島の行動も見てみよう。1873 年 3 月

11 日（同治 12 年 2 月 13 日）副島全権大使は

柳原前光（外務大丞）平井希昌（外務少丞）鄭

永寧（外務少丞）林有造（外務省六等出仕）ら

と同行し，国書と日清修好条規の批准書を持ち，

清国へ赴いた。まず，天津で李鴻章と日清修好

条規の批准書を交換した。その後，天津より北

京へ移動した。李鴻章は孫士達（江蘇記名道）

を遣わし，副島一行の面倒を見ると同時に，謁

見問題を処理せよと命じた。

副島は北京に到着したあと，謁見問題を処理

するためどのような行動をとったのか。この行

動を明らかにするため『大日本外交文書』（第

六巻　事項四）に基づき，副島の清国派遣の関

連事件をまとめた（表１）。

この表と『大日本外交文書』には，副島の清

国の旅に関しての注目点がいくつかある。

第一，1873 年の謁見は穏やかではない雰囲

気に包まれていた。日清双方は約50日間以上（5

月7日より6月29日まで）も膠着状態に入った。

交渉が行き詰った情況に対し，清国側は 3回（6

月 1 日，3 日，6 日）の照会文を廃止し，新た

に新しい方案（6月 8日）を作り出した。

第二，孫士達と副島との交流が頻繁に行われ

たことが分かる（5月 9日，26 日，6月 2日，5日，
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日付（1873年）関係事件
3月 11 日 龍驤丸に乗組み、横浜出発
3月 31 日 上海に到着
4月 8日 天津の水が浅く、筑波艦が進みにくいため魯親王の小砲艦に乗組み、天津へ出発
4月 20 日 天津に到着（紫竹林飛龍行楼房に寓す）
4月 30 日 李鴻章と日清修好条規批准書交換
5月 5日 天津出発
5月 7日 北京到着（賢良寺に寓す）
5月 15 日 副島、柳原、鄭永寧を遣わし、孫士達を訪れ、清国の外国使節に対し「等級ヲ分ツ事無ク」ということを知らされる
5月 17 日 副島、魯国・米国全公使を訪問

5月 19 日 副島、英国全権公使・仏国全権公使・西班牙公使・獨国代理公使を訪問
さらに、蘭国代理公使とも会見

5月 26 日
副島、恭親王より歓待される　
魯公使館にて英仏蘭獨使節と晩餐

5月 27 日 副島、英国公使を訪れ、英公使館にて各国公使と晩餐
5月 25 日 副島、総理衙門へ訪れ、謁見の日にち、儀礼などを相談
5月 29 日 副島、魯国公使を訪問
5月 31 日 仏公使、副島を招待した
6月 1日 総理衙門の照会文が日本側に届き、同文の国を理由とし、中国礼節を要求

6月 2日
副島、総理衙門へ照覆を書き、三跪九叩の礼を拒否し、三揖の礼を表明
副島、魯公使を訪れ樺太と謁見の事を相談

6月 3日
総理衙門から照会文が届き、他国の使節の五鞠躬の礼を副島に報知
副島、英公使を訪れた際、台湾生蕃と朝鮮の事を尋ねられる

6月 4日
副島、魯公使を訪問
副島、総理衙門へ照覆を書き、三揖の礼を再び表明

6月 6日 孫士達、副島を訪問し、謁見の事柄を改めて議論することを共同に認識

6月 7日
副島、平井を獨、英公使館へ派遣
文祥、董恂、沈桂芬は副島を訪ね、副島が各国と同日、特別な謁見を行うことを通知
米公使来訪

6月 9日
副島、総理衙門の照会文に同意
英公使来訪、台湾生蕃事件・朝鮮・秘魯国の事を尋ねた
蘭国公使来訪

6月 10 日 魯国公使来訪
6月 12 日 魯国公使を訪れ、樺太事件を相談
6月 14 日 謁見の諭旨が下る
6月 16 日 孫士達、総理衙門「各国使節は頭班、副島は次班で謁見を行う」という情報を漏らす
6月 17 日 副島、総理衙門を訪れ、謁見の事を聞き、頭班で謁見を要求し、拒否される
6月 18 日 副島、米国公使を訪れ、朝鮮の事を聞く
6月 19 日 副島、謁見を断り、帰国復命と決定
6月 21 日 副島、柳原、鄭を総理衙門へ遣わし、毛昶煕、董恂、孫士達と談話し、澳門、朝鮮、台湾の事を尋ねる
6月 22 日 副島一行、帰国の用意をし、柳原、平井、鄭を魯公使、米公使館へ派遣
6月 23 日 孫士達、李鴻章の副島に配慮していることを述べ、副島の帰国を阻止しようと計る
6月 24 日 文祥、董恂、沈桂芬、孫士達来訪、副島の頭班謁見の事を約束
6月 25 日 副島、鄭を総理衙門へ遣わし、謁見の事を承諾
6月 26 日 副島、謁見の約書に調印する事を拒否、謁見のリハーサルを行う
6月 28 日 副島、魯公使を日本公使代任の事を照会
6月 29 日 副島謁見　第一グループ、一人、三揖　魯・美・英・仏・蘭国公使、第二グループ、五鞠躬
7月 1日 副島、魯公使へ日本公使代任の頼み及び各国公使へ通知
7月 4日 副島一行、北京を出発
7月 7日 副島一行、天津に着き、李鴻章と再会
7月 9日 北洋海軍、祝砲を発し、副島を歓送
7月 25 日 副島、横浜に到着

表１、副島適清関係年表

注：網掛け部分は副島が北京にいたとき各国使節との交流を表す。
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6 日，8日，14 日，15 日，16 日，23 日，24 日，

26 日）。孫は副島から総理衙門への照覆文を抄

録し，李鴻章へ報告した（6月 2 日，5日）。孫

は総理衙門にいながら，李の指図を仰ぎ，総理

衙門と副島との間を取り持ち，謁見が順調に行

われるように，積極的に動いた。

第三，副島が北京にいる間，西洋列国公使との

交流は親密かつ頻繁であったことも窺える（5月 

19 日，27 日，31 日，6月 3日，7日，9日，18 日）。 

とくにロシア公使とのやり取りは圧倒的に多

かった（5月 17 日，26 日，29 日，6月 2日，4日，

10 日，12 日，28 日）。副島は帰国後，日本公

使のポストに日本人ではなく，ロシア公使に代

行を頼んだ。

以上の情況を見れば，各国使節は互いに十分

な協議をして，連携していたことがわかる。孫

士達も総理衙門への書翰の中で「該使等東西連

衡職道内外交迫」（使節たちは東西連合し，職

道（孫士達自身）は清国と外国の板ばさみになっ

ている）［『 』：中冊 776］と言い，謁見問

題の困難な局面を一言で喝破した。

孫士達とは一体どのような人物であるのか。

副島は帰国後，清国での経歴を報告した際，以

下のような記述をした「孫士達ハ外官ナルヲ以

テ京官ノ第ニ居ラス種臣ノ寄寓セシ賢良寺中ノ

一精舎ヲ賃シテ僦居スル者也」（9）。ここに「外官」

とあるように，孫は北京で官職につく人物では

なく，李鴻章に遣わされ，謁見問題を処理する

ため北京に滞在したことがあきらかである。ち

なみに言えば，1873 年より 3 年前の 1871 年，

伊達宗城一行が清国で日清修好条規を締結した

際も，孫は活躍をした。この経験に関して，孫

は自ら以下のように述べている

史料 1

 士達ノ不才ヲ以テ忝ク李中堂ノ知遇ヲ承ケ，總

理衙門ニ行走シテ外國事務ヲ襄辨ス。前年八月

伊達大臣ヘ陪隨シ，其議約ヲ成シテ津ヨリ京ニ

上下シ，今年又京城ニ在リテ閣下ノ使務ヲ襄辨

スル［『明治文化全集』11 巻 71］

伊達一行と副島一行の北京での行動を考える

際には，孫の役割を見逃してはならないだろう。

具体的に孫はどのような行動を取ったのか，こ

の内容については第三章で述べる。

一方，副島はいかに北京で国権外交を実行し

たのか。毛利［2002］，曹［2008］はそれぞれ

日本側，中国側の史料を引用し論述している。

簡単にまとめれば，副島は中国の古典を引用し，

日中関係は「朋友之交」［『大日本外交文書』： 

148］だといい，今まで清国側と他の外国使節

の論議した結果―五鞠躬―に対し，副島は三揖

で済ませると強い態度を表した。さらに，自分

の身分は頭等欽差により「頭班」（第一グループ）

で謁見すべきだと要求した。

結局，6 月 29 日（同治 12 年 6 月 5 日）副島

大使の主張したとおりに謁見が行われた。同日，

ロシア，イギリス，アメリカ，フランス，オラ

ンダの公使も第二グループで五鞠躬の礼で皇帝

に謁見した（10）。副島は列国公使より北京来着が

遅かったにもかかわらず，何故，優先的に謁見

を許されたのか，列国公使の謁見の難題を何故

副島が解決できたのか。森田［2005: 236］は「副

島の謁見成功には李鴻章の援助があり，李鴻章

の援助を引き出した大きな理由として，マリ

ア・ルス号事件の成功をあげることができるだ

ろう」と述べている。毛利［1995： 512］は「副

島がこの成果をおさめることができたのは，か
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れの卓越した漢学力の寄与もまた大きかったに

ちがいない。さらには，マリア・ルス号事件の

陰徳もきいたのかも知れない」と主張する。両

者ともマリア・ルス号事件を謁見成功の一因と

して取り上げた。それでは，副島の謁見とマリ

ア・ルス号事件とはいかなる関係があるのか，

副島と李鴻章はいかにマリア・ルス号事件を利

用したのか，副島謁見成功の要素として，マリ

ア・ルス号事件のほかにも何か考えられないだ

ろうか。以下，この点について考察する。

第３章　副島の謁見成功

３・１　謁見問題とマリア・ルス号事件

前述のとおり，謁見問題とマリア・ルス号事

件とは深く関係があると指摘されているが，一

体，史料の中にはどのように両者の関係を記し

ているのだろうか。

この問題を解明する前にマリア・ルス号事件

を簡単に紹介しておく。

1872 年 7 月 9 日（明治 5年 6月 4日）ペルー

船マリア・ルス号（THE MARIA LUS）はマ

カオからペルーへ向かう途中，台風にさらされ，

船体を修理するため横浜に入港した。同船には

約 230 名の清国人が乗船していた。7月 13 日（6

月 8 日）マリア・ルス号から木
モク

慶
ヒン

という清国人

が脱走し，イギリス船に救われた。調べた結果，

マリア・ルス号は人身売買の船であることが明

らかになった。イギリス，アメリカ公使の勧告

を聞いた日本外務卿副島種臣は色々な難題を抱

えながら，大江卓に指示し，マリア・ルス号を

日本の裁判にかけた。その結果，清国人乗組員

たちは解放した。翌年，ペルー使節ガルシヤが

来日し，この裁判が不法であると非難した。明

治 8 年 5 月 29 日，ロシアによる仲裁裁判で日

本の勝利という形で決着した。

副島は清国に派遣されたのは 1873 年，つま

りマリア・ルス号事件の翌年であった。

副島はまだ清国に到着していないとき，李鴻

章はすでに謁見の下準備を始めた。1873 年 1月

17日（同治 11年 12月 19日）李は総理衙門への

書簡の中で謁見に対し，自分の立場を表明した。

史料 2

 （前略）

［『全集』：30 巻 490］

（今年の秋，ペルー国マリア・ルス号が清国

人 230 名を乗せて日本に寄港したとき，日本は

清国人全員拘留し，収容した。そして，江南委

員陳福勲に渡し，帰国させた。日本側は費用を

請求せず，情理を尽くすこと一通りではなかっ

た。（中略）日本は我が皇帝大婚，親政のため，

外務大臣を派遣し，国書を持って祝賀の意を表

しに来た。副島はマナーを遵守しているようだ。

裏面では副島が西洋各国と一緒に，急いで国書

を直接に渡し，友誼を傷める事がないようにし

ないといけない。もし将来各国の謁見を認めれ

ば，副島の謁見を阻止すべきではない。副島は

他の使節に先駆けてはいけない。これで宜しい

か。副島は条約を交換した後，必ず北京で諸王，

大臣に拝謁するだろう。前の条規で議したとお

り，阻止するわけにはいかない）
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李鴻章はこの手紙の中でマリア・ルス号事件

を引用し，日本側の厚情を高く評価した。それ

に対し，清国も誠意を見せざるを得ないと提言

した。つまり副島の謁見を順調にさせるべきで

あると主張した。

天津で日清修好条規の批准書が交換されてか

ら，副島一行は北京へ移動した。李は人を派遣

し，副島を北京まで送るのみならず，北京での

謁見を順調にさせるため自分の腹心である孫士

達を紹介した。その上，総理衙門にも手紙を送 

った。

史料 3

［『全集』：30 巻 514］

（副島は人，地理に不案内なので，面倒を見

てほしかったが，遠慮した。鴻章は副島の護送

することを決定した。その上，孫士達にひそか

に世話をしてくれということを頼んだ。以前に

副島から江蘇委員が歓待され，マリア・ルス号

事件を処理された厚誼に報いる）

この手紙の中で言及されている「江蘇委員」

とは，昨年（1872 年）日本へ苦力たちを迎え

に行くため清国から派遣された陳福勲である。

李鴻章は再びマリア・ルス号事件を取り上げて，

マリア・ルス号事件を処理した日本側の厚誼に

報いるため，副島を助けるべきであるというこ

とを明らかに述べた。

以上の史料 2，3 から，副島の謁見成功には

マリア・ルス号事件が深く関係していることは

あきらかである。中国は昔から儀礼を重んじる

国である。マリア・ルス号事件により日本側か

ら厚意を見せられ，その恩返しとして謁見問題

を処理するとき日本を優先的に扱うことは当然

のことである。

３・２　謁見問題と李鴻章

長年洋務運動に携わった李鴻章は，北京にい

る官僚たちより外国の物事をよく知っている。

副島が皇帝に謁見をしようとする意図を李に伝

えると，李はすぐさま総理衙門へ日本の実情を

紹介した。

史料 4

［『全集』：30巻 514］

（日本君臣は嘗て跪拝礼があった。今年から

西洋の冠服に変えて，この儀礼は遂に廃止した

と聞いた。国君に会っても跪拝しない，彼が既

に跪拝礼を捨て，西洋の儀礼に従った。だから，

再び中国の跪拝礼を採用することはないだろう）

李は日本の情況を分析し，客観的に判断した。

日本は必ずしも我々の言うとおりにしない。も

し妥協できなければ「 」（謁見をしな

くていい）［『全集』：30 巻 514］という最悪の

事態も予想した。

さらに，前掲の史料 2において，一点見逃し

てはならない内容がある。つまり，李鴻章の謁

見に対する「 」（他の使節を先駆

けてはならない）という意見である。そして，

前掲した 4月 24 日李鴻章から総理衙門への史

料にも李の謁見に対する意見を窺うことができ

る。李の謁見に対する意見は，以下のようにま

とめることができよう。

・謁見は一回しか認めない
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・一国単独の謁見は認めない

・副島は他の使節に先駆けてはならない

・ 交渉が不成立の場合，副島を謁見させずに

帰らせる

副島が天津に滞在したとき，李鴻章は副島の

謁見のために色々手配をし，孫士達を副島に紹

介した。『大日本外交文書』は次のように述べ

ている。

史料 5

 李ヨリ嚮導ノ委員ヲ派セント約シ，又江蘇記名

道孫士達ナル者現ニ總理衙門ニ在テ外使謹謁

ノ事ヲ議ス，閣下事アラハ此人ヲ用フベシ，必

ス能ク力ヲ致サント（読点　筆者）［『大日本外

交文書』：第 6巻 139］

以上の史料 4，5 から見ると，李鴻章が副島

の謁見に対し，予め工夫をしたことがあきらか

である。さらに，修好条規が締結されたばかり

の時点において，李は副島の謁見を順調に済ま

せようと考えていたに違いない。これからの日

清友好に対しての期待も言うまでもない。

しかし，副島の北京での発言は李鴻章の予想

を遥かに超えていた。副島は三跪九叩はもちろ

ん，五鞠躬にも反対した。更に，今まで待って

いた外国公使たちを越え，単独で，三揖の礼で

謁見を済ませると強く主張した。予想外であっ

た副島の態度に対し，李は以下のように述べた。

史料 6

［『全集』：30 巻 531］（11）

（副島は機警英鷙である，8 日，10 日の二回

の照復によると，ついに敢えてこのように狂っ

て吠え，眼中に人が無い。これを読んで，私は

殊に憤怒する。副島が天津にいた時，強迫の話

は一言もなかった，北京に到着した後，漸く鴟

張を現わすとは思いもしなかった）

これは李鴻章から孫士達への手紙である。こ

の史料から，副島の行動に対する李鴻章の尋常

ではない怒りを読み取ることができる。副島が

天津にいたときの李鴻章とは別人のようであ

る。一体，李鴻章はなぜ激怒したのか。

実は副島が天津に滞在したとき，李鴻章はす

でに儀礼のことについて軽く自分の意見を伝え

た。『全集』の中で次のような内容が記されて

いる。

史料 7

［『全集』：30 巻 513］

（既に謁見を請おうと言うならば，則ち中国

の使臣は外国で既に外国の儀礼を行い，外国の

使臣は中国でも中国の儀礼を行うべきで，その

国の風俗に従うべきである。其の使節（副島）

は暫く沈黙し，「是」と答えた，一言も弁解せず，

その苦衷も窺える）

李は副島に「郷に入っては郷に従え」という

理念を強調し，それに対する副島の意見を聞い

た。副島は何も反駁せず，「是」と答えた。しかし，

北京に到着した後の副島は一変し，強く自分の

頭等欽差の身分を強調した。副島の前後の言行

不一致に対し，李鴻章はまさに裏切られたよう

に思っていたのであろう。さらに副島の行動は

李鴻章の予想した謁見の儀礼を遥かに超えてい
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て，中国の伝統的制度と対立していた。李は伝

統的制度を守ろうと考えたため，怒り，不満な

態度を漏らした。

謁見に関する交渉がうまくまとまらず，副島

は帰国を決心した。これはまさに李鴻章の予想

した，うまく交渉ができなければ，副島を謁見

させずに帰国させるという内容と同じである。

不満を漏らした副島をこのまま帰国させるの

か，それとも，一歩を譲って，副島の要求どお

りに謁見させるのか。この局面の打開を図った

のは孫士達であった。孫は以下のように副島に

李鴻章が配慮していることを述べた。

史料 8

李中堂貴國ヲ敬重シテ，交誼ヲ厚クセント望

ミ，深ク委ネラルル所有ルニ因レリ，閣下前月

以来總理大臣ト覲事ヲ議スル毎トニ，士達必ス

消息ヲ李府ニ通シ，而シテ李中堂ハ竊カニ閣下

ノ爲メニ封事上疏スル，已ニ再三及ヘリ（読点

　筆者）［『大日本外交文書』：6巻 179］

史料から明らかなように，孫は副島の帰国の

意向を思い止めようとした。その理由として取

り上げたのが，李鴻章の副島に対する援助の意

向であった。その後，副島は謁見に成功し，帰

国する途中，天津に寄ったとき，李鴻章に次の

ように感謝した「種臣幸ニ萬歳ヲ拝シ，我皇ノ

國書ヲ面呈シ，其復書ヲ奉シテ来ル，皆中堂之

力也（読点　筆者）」［『大日本外交文書』：6巻 

193］。同じような記述は『副島大使適清概略』

の中にもある。これらの日本側の史料を読めば，

謁見の成功は李鴻章の援助と深く関係があるよ

うに思われる。李は表に出たのではなく，側面

で援助をしていたと思われる。

副島の謁見成功には前述した二点の原因のほ

かに，さらに何か考えられるのか。以下この問

題を中心に掘り下げていきたい。

３・３　副島の謁見成功の原因

謁見問題を処理するとき，清国は列国に対し，

ある程度強い態度を示したが，日本にだけ何回

も譲歩した。それは一体何故であろうか。ここ

でいくつか推論を試みたい。

第一，日清修好条規を守るためである。この

条規は近代に入ってから，日中の間に締結した

始めての平等条規である。前掲史料 2に掲げた

ように，副島の謁見に対し「

」（前の条規で議したとおり，阻止す

るわけにはいかない）だと李は主張した。つま

り，条文のとおり日本の使臣を謁見させるべき

である。李鴻章を代表とする清国官員たちは，

四苦八苦の交渉を経て，ついに批准書交換まで

辿り着いた。李は今後の両国関係に希望を持っ

ていたに違いない。条規が発効されたばかりの

時点で条文を守らない行動は無論とりたくはな

かったものと思われる。

第二，清国側は日本側に「争いの口実」を提

供したくはなかった。自分の思うままにいかな

かった副島は，6月 20 日帰国の決定をした。こ

のように面倒を起こさず帰国したら，それは，

清国政府にとって，まさに望んだ通りのことで

ある。しかし，現状は遥かに李鴻章の予想を超

えていた。6 月 21 日副島は柳原，鄭永寧を遣

わし，憤懣を表明し，澳門帰属問題，朝鮮帰属

問題，琉球難民事件について総理衙門に問い合

わせをした。この外交行動は，清国政府にとっ

て予想外の出来事だった。謁見の交渉に挫折し

た日本側はなぜ突然，以上の事を照会しにきた

のか。6 月 21 日の夜，孫士達は鄭永寧に日本
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の意図について打診した。孫は総理衙門の推測

を以下のように述べた

史料 9

日本使節此論ヲ起ハ謁見ノ議成熟セサルニ由

レルカ，若シ其意ニ満ルホドノ議ヲ成シ，遂ニ

謁見ヲ為サシメハ，生蕃問罪ノ説或ハ寝スヘシ

（読点　筆者）（12）

つまり，副島が謁見問題において十分な扱い

をされなかったため，「生蕃問罪」という難癖

をつけようとしていると，総理衙門は一方的に

推測した。鄭は「帰後必問罪ノ擧アルヘシ何ソ

拝謁ノ有無ニ拘ラン」（13）と述べた。換言すれ

ば，謁見が成功かどうかとは関係なく，日本は

必ず生蕃の罪を咎める。日本は他の列強と同じ

く，不満を利用し，面倒を起す恐れがある。そ

れを防ぐために，なにより目前の謁見問題を順

調に解決するのが当然の急務だと考えたのであ

ろう。李鴻章は同僚への手紙の中で「

」（日本が台湾

へ罪を問いに行くと言い，口調は傲慢で，脅迫

の意味がある）［『全集』：30 巻 539］と書いた。

つまり，清国側は 6月 21 日に日本側から打診

された内容を気にかけた。だが，副島の要求し

た第一グループ，単独の礼節を満たせば，今ま

で待っていた他国の公使には詰問される可能性

も高い。総理衙門はまた各国公使に書簡を出し，

副島の頭等大臣の身分を確認できる証拠を入手

したあと，安心して副島の言ったとおり謁見さ

せた。総理衙門は列強の横暴で，傲慢な品性が

分かっていたため，慎重に行動をとらなければ

ならなかった。この総理衙門の慎重な行動から，

清政府のどちらの恨みも買いたくないという弱

い立場はあきらかであろう。

第三，清国政府は，日本側が自分の味方でい

てほしいと考えた。アヘン戦争以降，列強が清

国で争いをしたとき，日本は自国の問題に悩ま

され，欧米列強の列に入らなかった。故に，中

国は日本を相手にせず，謁見のときには中国の

礼節で日本に要求した。一方，ロシア公使をは

じめ，北京にいる各国公使は副島を招待した。

前掲表１を参照すれば，副島は他の使節と頻繁

な交流を保っていたことがあきらかに分かる。

日本側と列強との親密な交際に対し，清国政府

は警戒したはずである。1871 年，ロシアは伊犁

を兵力で攻め取り，清国政府は何回も交渉した

が，無効であった。ベトナムもフランスに侵入

されている。この状況に当って，日本との関係

を処理するためには，まさに日本を自分の「外援」

にさせるべきで，敵にするのは得策ではない。

第四，孫士達の役割も看過できない。孫は北

京で官職についている人物ではなく，謁見問題

の決裁者でもない。にもかかわらず，重要な役

割を果たしていた。彼は副島が帰国しようとす

る局面を押しとどめ，謁見交渉の情報を李鴻章

に報告するなど積極的に協力した。彼は最初か

ら副島の単独謁見を主張していた。『 』に

は日本側への第一回照会文の原稿が残されてい

る。その中に 6月 1 日（5 月 7 日）孫士達の起

草した照会文がある。「貴國大皇帝欽派貴大臣

特來慶賀通好，情誼陰渥，自應另作一班覲見，

以示優待」［『 』中冊：784］（貴国大皇帝は

貴大臣を慶賀通好のために派遣した，厚く情

誼がこもっている。優待の意を示すため，別に

一班を作って謁見させるべきである　読点　筆

者）この提案は結局採用されなかった。その代

わりに沈桂芬の「是否照行中国禮節」［『 』

中冊：784］（中国の跪拝礼を遵守するかどう
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か）という案が採用された。孫士達の意見は採

用されなかったというものの，彼の謁見に対す

る態度を窺うことができるだろう。孫は中国の

固有な儀礼にこだわるより，順調に謁見させる

ことが当面の急務だと考えた。李鴻章は「

」（執事（孫士達）

の心血を注いだ計画，考案がなければ，謁見問

題もうまく解決できない）［『全集』：30 巻 531］

と孫士達の努力を高く評価した。

第五，副島の「特命全権大使」という身分も

配慮しなければならない。当時，北京にいた謁

見の諸外国使節は北京に駐在していた公使で

あった。副島だけは同治帝の親政を祝うため，

国書をもち，わざわざ清国に渡来したのであっ

た。身分も他の公使より高く，大使であった。

結局，体面を何よりも大切にした清国政府は

結果として譲歩した。しかし，腐朽な「天朝上

国」思想に溺れて，ほかの方法によって，この

体面を挽回しようとした。それが，謁見に選ん

だ場所であった。中南海の紫光閣は，昔から朝

貢国の使臣に面会する場所である。清政府はわ

ざわざこの場所を選んで謁見した。これは列国

を自分の属国だと仮想したのであろう。ある意

味では面子が潰れないように対策を取ったので

ある。

以上，副島種臣の謁見成功には単なるマリア・

ルス号事件の影響のみではなく，当時の複雑な

国際情勢に深く関連があるとは言えよう。

第４章　副島種臣，李鴻章の再評価

４・１　副島種臣について　

副島は 1873 年北京に滞在中，中国の儀礼に

従わず，三揖の礼で皇帝に謁見した。日本側で

は副島の対清外交は国威を発揚し，成功であっ

たと評価された。今までの外国使節の謁見礼節

を振り返ってみれば，副島のとった態度が中国

の「天朝上国」思想への大きな挑戦と言っても

いいであろう。彼は中国の主権，伝統制度を無

視し，謁見の際，自分の考え方が通らなかった

時，「帰国」を理由にして清政府を脅かした。

さらに副島は台湾の「民ニ生熟兩種有リ，從前

我カ王化ニ服シタルヲ熟蕃ト謂ヒ，府縣ヲ置テ

之ヲ治ム，其未タ服セ不ルヲ生蕃ト謂フテ，之

ヲ化外ニ置キ（読点　筆者）」［『大日本外交文

書』：6 巻 178］という情報を清国総理大臣か

ら得た。これはまさに台湾出兵の口実となった

ものである。そもそも清国は琉球に対し「我カ

藩属」と意識していた。そのため，清国側は琉

球難民事件が台湾出兵の口実として利用される

とは思いもしなかった。副島は清国の礼節に従

わないだけではなく，裏で台湾出兵の口実を求

めていた。故に，中国の歴史学界ではこの時期

の副島に対し，「凶横」（凶悪，横暴）「跋扈」

［王 1994: 17］，「陰鷙」（陰険で残酷である）［曹 

2008: 206］などと評価を与えている。同一人物

であるが，立場の違いにより全く正反対の評価

が出てきたのである。しかし，謁見問題を考え

るとき，副島の振るった手腕は腐敗した清国の

体制に衝撃を与えたに違いない。そして「天朝

上国」，「大中華思想」を固守していた官僚たち

に対し，保守的な思想から脱却させる役割も果

たしたのであろう。

毛利［2002: 165］は副島の外交行動に対し

「『名』のために『実』を諦めた，つまり，琉球

難民遭難事件の責任を追及せよとの上諭遵守

を実質的には放棄した」と指摘した。この中

の「名」は日清修好条規批准書の交換と謁見を

指し，「実」は琉球難民殺害事件の追及を指す。
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しかし，前掲表１のとおり，副島は北京に到着

した後，北京にいた外国使節と頻繁に交流して

いた。さらに，使節に先駆け，一人で謁見を成

し遂げるためには，清国政府のほかに北京滞在

した各国公使の承認をもらわないとならない。

結果からみると，副島は順調に各国公使に「頭

等欽差」の身分を認められたのみならず，ひそ

かに清政府の台湾に対する態度を入手すること

もできたのである。さらに，英，米などの公使

から朝鮮，琉球などの難しい問題への意見も聴

取できた（表１中 6月 3，9，18 日参照）。ロシ

ア公使との親密関係も言うまでもない。一見，

「名」ばかり追及したように見られるが，実際，

副島は「実」を追及するために色々下準備をし

たのではないかと思う。つまり，清国に滞在し

ている間，生蕃問題を処理するため，ひそかに

行動をするなど，柔軟な外交手段を取ったので

あろう。

４．２　李鴻章について

1873 年の謁見問題を見る際，李鴻章の行動

は矛盾に満ちているように思われるだろう。

まず，李の謁見の儀礼に対する態度を見てみ

よう。前述のとおり，李は上奏文の中で外国の

使節は中国で三跪九叩の礼を守る義務がないと

述べたが，儀礼について副島と会談の際，かつ

て自分の批判した意見を取り出し，中国の作法

を守るべきだと主張した（前掲史料 7 参照）。

中国の伝統的な礼節に対し，李は自国の欠点を

批判しながら，自らそれを守ろうとした。

次に，副島への態度を見てみよう。副島は謁

見を終え，使命を果たした後，日本に帰る途中

に天津を通過した。その際，李鴻章は副島を招

待した。送別するとき李は「大使ト手ヲ握テ泣

然涙ヲ含ミ乃チ別ル」［『大日本外交文書』：6

巻 195］という感動的なシーンがあった。さら

に李は副島への手紙の中で二人の関係を「相見

之晩」（早く会えればよかった）といい，日中

関係を「唇歯」の関係だと見なした。副島の軍

艦が大沽（天津の港）を離れた時，祝砲が発せ

られた。このような待遇を受けた外国使節は副

島が最初であった。しかし，孫士達への書簡（前

掲史料 6）の中で李は副島の行動に対し，甚だ

激怒したこともあきらかである。

なぜ，激怒した李鴻章は副島に再会したとき

別人になったのか，どちらが本当の李鴻章であ

るのか。毀誉褒貶相半ばする人物，李鴻章はこ

の事件でどのような役割を果たしたのか，それ

をいかに評価したらいいのか。以下この点を論

じてみよう。

第一，李は中国の伝統的制度の保護者である。

李は清国の官僚として，一切の行動は清政府の

立場に立たなければならない。「天朝上国」の

利益や名誉を損なう行為に対し，無論反対であ

る。謁見の儀礼に対する態度からこの点が明ら

かに分かるだろう。その上，外交問題を処理す

るとき，当時の総理衙門は力が強かったため，

李は総理衙門，世論などの要素を配慮し，慎重

に自分の身分に合わせる行動を取らなければな

らない。

第二，李は洋務運動の代表として，日本を手

本とし，清国の近代化に尽力した。日清修好条

規の批准書が交換されたばかりの時点で，謁見

問題で日中両国に不愉快な結果になることは望

まなかった。自分の「聨日」（日本を連合する）

という初志にも合わなかった。副島は順調に日

清修好条規の批准書を交換し，頭等欽差の身分

で謁見を済ませた。結果的に事態はうまく収束
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したのである。この事態の進展を受けて，李は

盛大な礼節で副島一行を送別した。これはまさ

に李のときどきの状況に対応して，振るった外

交手段ではないかと思われる。彼は政治家とし

て，いろいろな顔を持っているのも当然である。

第三，李は実際的なものを重んじ，彼の考え

は他の清国官僚より遥かに進んでいた。「天朝

上国」に溺れていた官僚たちは 2 回のアヘン

戦争を経験したにもかかわらず，積極的にそ

の失敗から教訓を学ぶことをしなかった。そし

て，清国の衰退している現実も認めようとはし

なかった。一方，李鴻章は彼等とは違い，彼は

目下の情勢を「為數千年一大變局」（数千年の

一大変局である）［『始末』：90 巻 3626］だと考

え，清国の実情を正視した。つまり，参考にで

きる前例はない，現実の情勢から分析しなけれ

ばならないと李は主張した。李は孫への手紙の

中で「 」（外

観だけを重んじて，弊害の根源を除かなければ，

肝心なところに手が届かない）［『全集』：30 巻 

531］という清国政府の態度を批判した。謁見

問題に対し，儀礼作法だけにこだわった清国官

僚とは鮮明な対比となった。

第四，李鴻章は北洋大臣であったとき，彼の

権力は「 」だと言われてい

る［劉 1988: 84］。つまり，北洋にいながら北

京の朝廷の政治をコントロールする。このこと

ができるのは李鴻章の優れた予見的な能力，政

治手腕と深く関係があると言えよう。今回の謁

見問題もまさにそのとおりである。李は自分の

腹心，孫士達を通して謁見問題を処理したので

ある。当初，孫の意見は総理衙門に重視されな

かったが，結局，難局を打開したのは李の指令

を受けた孫士達であった。

以上，李の言行は矛盾に満ちているように見

られるが，これはまさに彼の外交家としての腕

前とは言えよう。彼は情況の変化により機敏に

自分の対応を取ったのである。この点を十分に

認めなければならない。

結びにかえて

本稿は 1873 年北京で行った謁見問題を中心

に論じた。特に，先行研究では十分に検討され

ていない副島の謁見成功の原因について追究し

た。先行研究の中で述べた副島の外交成功の原

因と考えられる「マリア・ルス号事件」，「李鴻

章の協力」に対し，それぞれ新たに史料を引用

し，補強作業をした。さらに，当時の歴史的背

景をも視野に入れ，この歴史事件を分析した。

1840 年アヘン戦争以後，中国は列強に分割

される対象となった。列強たちは利益を獲得す

るため，お互いに争いもあれば協力もしていた。

今回の謁見問題を処理するとき外国使節の連合

と分立も窺うことができる。強調したいのは，

従来中国に相手にされなかった日本が，明治維

新以降，隣国の清国に対し友好的な姿勢だけで

はなく，外国使節の列に入り，清国側に強硬な

態度をも示した点である。謁見の目的を達成す

るため，外国使節は相互に連繋していた（前掲

表１参照）。一方，外国公使は副島の大使の身

分を認め，お互いに連合のように見えるが，実

は副島の単独の謁見に対し「竊ニ聞ク，一ノ公

使有リテ閣下ニ頭班ヲ譲ル事肯セサル」［『明治

文化全集』11 巻 70］という情報が孫士達から

漏らされた。曹［2008: 209］は今回の謁見を「

」（外国列強は連合し，中国はその連合を

破壊しようとする硝煙の見えない外交の戦いで
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ある）だと指摘したが，実は，今回の謁見にお

ける外国の関係は連合だけではなく，対立の一

面も潜んでいたのである。

ところで，1873 年の謁見問題は中国歴史に

おいて，どのように位置づけなれるのだろうか。

まず，華夷秩序が儀礼の面においても崩壊の

兆候が見えてきたことを指摘できる。アヘン戦

争以後，列強の進入により経済面では伝統的な

経済体制が破壊され，政治面においても不平等

条約の締結を余儀なくされ，一部の主権を喪失

した。今回の謁見では列強たち清国の儀礼制度

にも挑戦した。

次に，この謁見によって有識者の間にやっと

危機感が生まれてきたという点である。例えば，

徐桐（礼部右侍郎）は「徐侍郎奏陳安危大計各

摺」［『 』：上 105］を上奏し，朝廷では改

革に対する活発な議論が展開され始めた。この

上奏文の中には人材育成，練兵の重要性を強調

し，さらに「 」（平和は頼りにな

らない）という危機感も喚起した。この上奏文

に対し，朝廷では賛成の声が多数出てきた。

さらに，日中関係への影響も見てみよう。副

島は今回の渡清のとき，台湾出兵の口実を得た。

1874 年，つまり日清修好条規が発効されてか

ら一年経って，台湾出兵が起こった。李鴻章の

期待した日中連合の予想も裏切られた。

今回の副島渡清は台湾出兵にどのような影響

を与えたのか，1873 年以後の日中関係はどの

ように進んだのか，この点は稿を改めて論じて

いきたい。

〔投稿受理日 2009.9.26 ／掲載決定日 2009.11.24〕

注
⑴ 　3 回跪き，9回叩首する。昔皇帝や神仏などに

対する最高礼。
⑵ 　中国の統治者たちは他の国より優れるという考
え方を持ち，自称していた言葉。
⑶  　例えば，安養寺信俊（2005），石井（1982），毛
利敏彦（1995），同（2002）などが挙げられる。
⑷ 　  2003　「

」 『中州学刊』2003 年 9 月第 5期 第 137 期，  
汪林茂 2000「 ―
1873 」『史学
叢刊』2000 年 8 月第 3 期，  2007「

」『中山大学研究生学刊（社会科学版）』2008
年第 28 卷第 4 期， 2008 「

」『 』2008
年第 6 期，宗成康 1992「

」『 』1992 年第 10 期，
 1992「 」『
』1992 年 02 期，  1990「

」『 』1990 年第 7 期，李静 
2005「 ― 」
『 』2005 年第 1 期（ 第 115 期），李理 
趙国輝 2007「李仙得和日本第一次侵台」『近代史
研究』3期。
⑸ 　本文の中に出てきた括弧中の中国語の訳文は筆
者の訳したものである。また，本稿での日時の表
記は西暦を基本とするが，必要に応じて，日本関
係の事項の場合は日本の年号と旧暦を，清国関係
の事項の場合は清国の年号と旧暦をそれぞれ括弧
内に補記する，史料を引用するとき，繁体字，簡
体字の変換をせず原本に従う。
⑹ 　『乾隆英使覲見記』91 頁。
⑺ 　『 』第 3 　156 頁。
⑻ 　同じ書簡は『始末』で 4月 5日の日付で，『全集』
と『 』では 4月 3日となる。

⑼ 　 JACAR（アジア歴史資料センター）RefA 
03023011900 公文別録・清国通信始末・第一巻
　明治 2年～明治 6年（国立公文書館）。

⑽ 　今回の謁見について，清国側は屈辱を受けたと
思い，詳しい記載が残されていなかった。朝廷政
務を記載する『清実録』と毎日皇帝の行動を記載
する『起居注』も簡単な記録を残した。［『清史稿』
巻 91 志 66 2680］には次のように記載した「

熱 蘭



64

國 訂 見
訊

謹 賀辭 問
」。

⑾ 　 8 日，10 日の照会は『大日本外交文書』第 5巻 
95 号 162 頁 6 月 2 日と 164 頁 6 月 4 日の 2 回
の照会だと思われる。

⑿ 　JACAR（アジア歴史資料センター）RefA 
03031119000  処蕃類纂　第一巻　明治 7 年～明
治 8年（国立公文書館）。

⒀ 　同上。
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